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損益計算書損益計算書
 

【【ＰＬＰＬ】】

20052005年年

 33月期月期
20062006年年

 33月期月期
前年比増減前年比増減

売上高 61,591 67,937 6,346 10.3%

売上総利益 44,151
71.7%

48,285
71.1%

4,134 9.4%

販売費及び

 一般管理費

41,560
67.5%

44,648
65.7%

3,088 7.4%

営業利益 2,591
4.2%

3,637
5.4%

1,046 40.3%

経常利益 2,628
4.3%

3,766
5.5%

1,138 43.3%

特別利益 - 307
0.5%

307 -

特別損失 318
0.5%

757
1.1%

439 138.1%

税引前

当期純利益

2,309
3.7%

3,316
4.9%

1,007 43.6%

当期純利益 1,173
1.9%

1,776
2.6%

603 51.4%

(単位：百万円)

全社売上高ベースで 10.3% 増収

既存店前期比 102.0%

【【売上高売上高】】

売上原価 0.6ポイント上昇
（売上構成比要因、ランセンスビジネス伸長）

為替 118円 ⇒ 113円
参考：FY06は約109円

【【売上総利益売上総利益】】

２期連続最高益更新

経常利益率 5.5% にUP

【【経常利益経常利益】】

特別利益：退店補償金 307百万円

特別損失：減損損失 662百万円 等

【【特別損益特別損益】】
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販売費及び一般管理費販売費及び一般管理費

20052005年年

 33月期月期
20062006年年

 33月期月期
構成比の構成比の

増減増減

販売費及び

一般管理費

41,560
67.5%

44,648
65.7% ▲1.8%

店舗人件費

15,825
25.7%

17,562
25.9% 0.2%

店舗不動産賃借料

7,922
12.9%

8,275
12.2% ▲0.7%

店舗減価償却費

2,360
3.8%

2,063
3.0% ▲0.8%

店舗その他経費

6,527
10.6%

6,983
10.3% ▲0.3%

サポートセンター費用

5,108
8.3%

5,724
8.4% 0.1%

ロイヤリティ

3,581
5.8%

3,794
5.6% ▲0.2%

事業税・事業所税

233
0.4%

245
0.4% 0%

売上高 61,591
1.9%

67,937
2.6% -

(単位：百万円)

商品プロモーション活動の
積極的実施

パートナーの教育・研修費

【【店舗人件費店舗人件費】】

売上高増による固定賃料の
割合低下

【【店舗不動産賃借料店舗不動産賃借料】】

広告宣伝費、店舗備品・
メンテナンスパーツ等の整備

【【店舗その他経費店舗その他経費】】

インフラ構築のための投資：
物流システム関連、本部（ＳＣ）採用
増 等

【【サポートセンター費用サポートセンター費用】】
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貸借対照表貸借対照表
 

【【ＢＳＢＳ】】
 

((資産の部資産の部))

20052005年年

 33月期月期
20062006年年

 33月期月期
増減額増減額

流 動 資 産
11,443 11,630 187

現預金 5,123 4,999 ▲124

売掛金 1,885 2,254 369

商品 1,096 1,071 ▲25

その他 3,339 3.305 ▲32

固 定 資 産
23,453 24,502 1,049

有形固定資産 9,916 9,550 ▲366

無形固定資産 317 743 426

差入保証金 12,240 12,816 576

その他 978 1,391 413

総 資 産
34,896 36,132 1,236

(単位：百万円)

在庫水準の適正化

【【商品商品】】

投資内容（簿価ベース）：

-
 

新店

 

2,354百万円

-
 

改装等

 

257百万円

-
 

システム

 

522百万円

【【固定資産固定資産】】

-
 

新店

 

3,800百万円

-
 

改装等

 

1,000百万円

-
 

その他

 

1,600百万円

参考）2006年度投資計画：
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貸借対照表貸借対照表
 

【【ＢＳＢＳ】】
 

((負債・資本の部負債・資本の部))

20052005年年

 
33月期月期

20062006年年

 
33月期月期

増減額増減額

流 動 負 債 8,721 10,124 1,403

買掛金 1,287 1,429 142

一年内返済予定

 
長期借入金 1,001 1,001 0

その他 6,432 7,693 1,261

固 定 負 債 5,745 3,936 ▲1,809

長期借入金 5,062 3,741 ▲1,321

その他 683 195 ▲488

負 債 合 計 14,467 14,061 ▲405

資本金 8,331 8,335 3

資本剰余金 10,906 10,910 3

利益剰余金 1,189 2,824 1,634

資 本 合 計 20,428 22,071 1,642

負債・資本合計 34,896 36,132 1,236

(単位：百万円)

約定弁済＋一部期前返済の実施

【【長期借入金長期借入金】】
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キャッシュフローキャッシュフロー
 

【【ＣＦＣＦ】】

20052005年年

 33月期月期
20062006年年

 33月期月期
増減額増減額

営 業 活 動 Ｃ Ｆ 4,773 5,593 820

税引前純利益 2,309 3,316 1,007

減価償却費 2,533 2,248 ▲285

法人税 ▲1,251 ▲1,754 ▲503

その他営業ＣＦ 1,182 1,783 601

投 資 活 動 Ｃ Ｆ ▲2,159 ▲3,322 ▲1,163

有形固定資産の取得 ▲1,557 ▲2,233 ▲676

保証金の差入 ▲686 ▲1,180 ▲494

その他投資ＣＦ 84 91 7

財 務 活 動 Ｃ Ｆ ▲1,374 ▲1,455 ▲81

長期借入金の返済 ▲1,376 ▲1,321 55

その他財務ＣＦ 1 ▲134 ▲135

(単位：百万円)

有形固定資産：改装店舗増加、
ドライブスルー型店舗の増加

保証金：未開店店舗分の支払

【【投資活動投資活動ＣＦＣＦ】】

長期借入金返済

配当金支払

【【財務活動ＣＦ財務活動ＣＦ】】



6



7

既存店の売上高、客数、客単価前年比の推移既存店の売上高、客数、客単価前年比の推移

ＣＯＭＰが８ヶ月連続前年値を超過
（対前年比）
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革新的で、想像性豊かな新商品の投入革新的で、想像性豊かな新商品の投入

シェイクンティー

マグカップ・ＣＤ

シナモンシュトロイゼルラテ

ホットサンドイッチ



9

カテゴリー別伸展率カテゴリー別伸展率

2,3802,67710,200

46,311

3,0262,901
11,565

49,953

ビバレッジ ペストリー コーヒー豆 コーヒー器具等

FY04 FY05

107.9%

113.4%
108.4% 127.1%

（単位：百万円）
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店舗・店舗・ＳＣＳＣ一体となった店舗運営力向上一体となった店舗運営力向上

ＳＣ ⇒ 店舗 ⇒ お客様へ

一貫したメッセージ発信

カスタマーエクスペリエンス
店舗における

-
 

お客様対応の向上

-
 

待ち時間の短縮

-
 

フードオペレーションの向上
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マーケティングコミュニケーションの積極化マーケティングコミュニケーションの積極化
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ホリデーサンプリングイベントホリデーサンプリングイベント
 

(1)(1)
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ホリデーサンプリングイベントホリデーサンプリングイベント
 

(2)(2)
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積極的な改装積極的な改装

津田沼パルコ店

新しいペストリーケース



15

小面積小面積タイプタイプの店舗の店舗

ＮＥＣ店

岡山大学病院店
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住宅立地の地域に溶け込んだ店舗住宅立地の地域に溶け込んだ店舗

鎌倉御成町店

成城店
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首都圏近郊のドライブスルー店首都圏近郊のドライブスルー店

用賀店

町田金森店
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同じ立地に複数店舗の展開同じ立地に複数店舗の展開

イオン名古屋ドーム

 （3店舗）

佐野プレミアムアウトレット

 （2店舗）



ＦＹ０６ＦＹ０６  営業戦略営業戦略
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スターバックス体験の更なる向上スターバックス体験の更なる向上
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それぞれのお客様の好みにあった１杯を提案それぞれのお客様の好みにあった１杯を提案
 ～カスタマイゼーション～～カスタマイゼーション～
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サンプリングによりコミュニケーション強化サンプリングによりコミュニケーション強化
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出店・改装への投資を出店・改装への投資を拡大拡大

イオン浦和美園店

関西国際空港１階サウスゲート店

吉祥寺ロンロン店
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２００６２００６年度の重点施策年度の重点施策

既存店を中心とした既存店を中心とした
 売上高の拡大売上高の拡大

成長を支える人材育成成長を支える人材育成
 及びインフラ構築及びインフラ構築

スターバックスブランド強化スターバックスブランド強化 コーヒーのオーセンティシーの認知強化

積極的な店舗改装

ＣＳＲ活動への取組み

ＲＴＤ事業を通じたブランドコミニュケーション

店舗エクスペリエンスの強化

季節・生活シーンにあった商品展開

立地・地域にあった店舗の積極展開

ライセンス事業の一層の推進

優秀な人材の採用・育成、制度の強化

ＢＰＩ (Business Process Innovation)
プロジェクトの第２次フェーズへの取組み
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２００７２００７年年３３月期業績見通し月期業績見通し

2006年

 3月期

実績

2007年

 3月期

見通し
前年比

(%)

通期通期 上半期 下半期

売 上 高売 上 高 6767,,937937 7676,000,000 37,500 38,500 11.9

経 常 利 益経 常 利 益 33,,766766 44,,150150 2,350 1,800 10.2

当 期 純 利 益当 期 純 利 益 1,1,776776 22,,000000 1,100 900 12.6

(単位：百万円)
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